
国内の中⼭間地域において、⽼朽化する上下⽔道インフラ
の維持管理・更新が⼤きな課題になっている中、
複合発酵技術の活⽤によりオフグリッドで成⽴する
A.Q中⽔循環システムは,安価で環境に優しく持続可能、
災害にも柔軟に対応できる⼩規模⾃⽴分散型、
フェーズフリーなインフラシステムです。

連絡先
株式会社⻑⼤ 海外事業本部
海外営業統轄部 ⽔インフラ事業推進室
永野、中渓
nakatani-k@chodai.co.jp

A.Q循環型トイレ

A.Q循環型トイレは下⽔不要
汲取り不要、悪臭無しの快適
トイレとして、上下⽔配管の
復旧に時間を要した能登町の
⾃主避難所で活躍、現在は町
営の植物公園で稼働中。

合併浄化槽を活⽤した
A.Q中⽔循環システム

⾃治体での導⼊事例︓
・集落排⽔処理場に複合発酵設備を増設することで汚泥を⼤幅に
軽減、汚泥処理コスト削減分で、増設費⽤を約4.2年で回収。
・近隣の複数の農家が処理⽔を農業（お⽶、野菜、花卉栽培等）
に活⽤し、農作物の⾼品質、⾼収⼊化を実現。

⽣活排⽔の循環利⽤により、上⽔使⽤量の節減に加え、万が⼀上⽔が使
えなくなった災害時にもトイレの利⽤が可能に。また処理⽔の⼟壌改善効果
により、⾼品質、⾼価格の農作物⽣産が可能となる。太陽光パネルや、蓄電
池との組み合わせにより、個宅や集合住宅単位での⽔・⾷・エネルギー⾃⽴
を実現するフェーズフリー、⼩規模⾃⽴分散型のインフラシステム。

集落排⽔処理施設を活⽤した
A.Q中⽔循環システム

（⻑⼤、東急㈱他による合併浄化槽を活⽤した中⽔循環利⽤共同実証の概要図より抜粋）

無農薬の⾼付加価値な農産物の⽣産
販売により地域経済の活性化に貢献

実際に設備導⼊した集落排⽔処理場の規模
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